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論文審査結果の要旨 
本論文は、筋電気刺激による低強度で不随意な筋収縮であっても、活動筋への血流

制限を加えることで、筋肥大や筋力増加を引き起こせることを示した点が、新しい知

見であり、スポーツ健康科学研究において意義ある論文である。 

血流制限を伴う低強度での筋電気刺激筋によって筋肥大や筋力増加を引き起こせる

とする本研究の結論は、文献的な考証から導かれており、従来との研究との違いを明

確にし、新規性に関しても十分に記述されている。また、良く実験統制がなされてい

ることから結果の内的妥当性は高いと判断できる。結果の解釈についても、先行研究

の結果との比較を踏まえ考察がなされており、論理に飛躍がない。また、研究の限界

も適切に記述されており、成果の一般化の考察に無理がない。 

本研究は筋力の低下しているアスリートの初期筋力訓練として、または安全なリハ

ビリテーションの初期として応用可能であり、低体力者や中高齢者へのトレーニング

処方にも応用できる可能性がある。 

よって、本論文は博士（スポーツ健康科学）の学位を授与するに値するものと判定

した。 
 


